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市 民 俳 歌 柳 壇市 民 俳 歌 柳 壇

俳歌柳壇の応募方法
●１人各３句（首）以内。俳句・短歌・川柳の併記は不可。
●対象は市内在住者で、未発表作品。年齢問わず応募できます。
●はがき表面＝住所・氏名・ふりがな・応募する壇名。
●はがき裏面＝作品（漢字にはふりがなも）・作品への思い。
●毎月20日までに、〒320-8540市役所広報広聴課☎（632）2028へ。
●W

ウ ェ ブ

EBによる応募も受け付けます。詳しくは、市 をご覧ください。
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。
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踏
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。
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　毎月20日で締め切り、締め切り日
の翌々月の広報うつのみやで入選
作品を発表します。
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